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本 報 告 書 は 、申 請 者（ 中 野 匡 彦 ）の 博 士 論 文 に 対 し て 審 査 員（ 中 井 浩 巳（ 主

査 ）、 古 川 行 夫 （ 副 査 ）、 井 村 考 平 （ 副 査 ）） が 行 っ た 審 査 に つ い て 記 す 。  

博 士 論 文 審 査 は 、2 0 1 6 年 1 0 月 2 0 日 1 5 時 3 0 分 よ り 開 催 の 博 士 学 位 論 文 予

備 審 査 会 （ 以 下 、 予 備 審 査 会 ） か ら 開 始 し た 。 予 備 審 査 会 で は 、 博 士 論 文 の

概 要 に 関 す る 発 表 が 約 2 0 分 、 審 査 員 ら と の 質 疑 応 答 が 約 1 0 分 そ れ ぞ れ 行 わ

れ た 。そ の 後 、博 士 学 位 論 文 受 理 申 請（ 以 下 、受 理 申 請 ）の 可 否 を 協 議 し た 。

そ の 結 果 、 博 士 論 文 は 博 士 （ 理 学 ） の 学 位 を 申 請 す る に 十 分 な 内 容 を 含 む と

判 断 さ れ た 。  

2 0 1 6 年 1 0 月 2 7 日 開 催 の 化 学 ・ 生 命 化 学 専 攻 教 室 会 議 （ 以 下 、 教 室 会 議 ）

に お い て 、 申 請 者 が 提 出 し た 博 士 論 文 概 要 書 （ 以 下 、 概 要 書 ） を も と に 指 導

教 授 の 中 井 か ら 内 容 の 説 明 が な さ れ た 。 概 要 書 で は 、 博 士 論 文 は 英 文 題 目  

“ T h eo r e t i c a l  S t u d y  o n  S p i n - D e p e n d e n t  Tw o - C o mp o n en t  R e l a t i v i s t i c  

Wa v e f u n c t i o n  M e t h o d ”  の も と 全 8 章 で ま と め ら れ る 方 針 が 示 さ れ た 。 ま た 、

主 要 な 研 究 業 績 は 、 査 読 付 き 学 術 論 文 7 報 （ 未 発 表 論 文 6 報 を 含 む ） と す る

こ と が 示 さ れ た 。 教 室 会 議 の 審 議 を 経 て 、 受 理 申 請 が 承 認 さ れ た 。 同 時 に 博

士 論 文 の 上 記 審 査 員 が 選 出 さ れ た 。  

2 0 1 6 年 11 月 1 7 日 開 催 の 先 進 理 工 学 研 究 科 運 営 委 員 会 に お い て 、受 理 申 請

が 承 認 さ れ た 。  

博 士 論 文 の 草 稿 は 、主 査 に よ る 指 導 に 対 し て 、2 0 1 7 年 3 月 5 日 ま で に 修 正

が な さ れ た 。 そ の 後 、 2 0 1 7 年 3 月 6 日 に 申 請 者 か ら 審 査 員 に 提 出 さ れ 、 約 1

ヶ 月 間 審 査 が 行 わ れ た 。博 士 論 文 公 聴 会（ 以 下 、公 聴 会 ）は 、2 0 1 7 年 3 月 2 9

日 1 6 時 よ り 開 催 さ れ た 。 申 請 者 に よ る 博 士 論 文 の 内 容 に 関 す る 発 表 が 約 4 0

分 、そ の 後 、審 査 員 お よ び 一 般 聴 講 者 と の 質 疑 応 答 が 約 2 0 分 行 わ れ た 。ま た 、

審 査 過 程 で の 議 論 を 通 し て 、 申 請 者 の 学 識 を 確 認 し た 。 主 要 な 議 論 と 申 請 者

に よ る 修 正 を 次 に ま と め る 。  

博 士 論 文 は 、 全 8 章 か ら 構 成 さ れ て い た 。 第 1 章 で は 、 緒 言 と し て 本 論 文

の 意 義 と 構 成 が 説 明 さ れ て い た 。 第 2 章 で は 、 本 論 文 の 主 体 と な る ス ピ ン に

依 存 し た 2 成 分 相 対 論 的 波 動 関 数 法 に 関 す る 理 論 的 背 景 に つ い て 説 明 さ れ て

い た 。 ま た 、 ス ピ ン 非 依 存 の 枠 組 み に お け る 高 次 電 子 相 関 理 論 の 実 装 お よ び

分 割 統 治 法 へ の 拡 張 に つ い て 記 述 さ れ て い た 。 第 3 章 で は 、 一 般 化

H a r t r e e – F o ck  ( G H F )  法 に 対 す る 収 束 加 速 ア ル ゴ リ ズ ム の 実 装 と 数 値 検 証 に つ

い て 記 述 さ れ て い た 。 第 4 章 お よ び 第 5 章 で は そ れ ぞ れ 、 時 間 反 転 対 称 性 を

利 用 し た 開 殻 H F 理 論 で あ る K r a me r s 非 制 限 HF 法 お よ び K r a m e r s 制 限 開 殻

H F 法 の 開 発 に つ い て 記 述 さ れ て い た 。 第 6 章 で は 多 電 子 系 に お け る 無 限 次

D o u g l a s – K r o l l – H e s s 法 に 対 す る 一 般 化 M ø l l e r – P l e s s e t  2 次 摂 動 法 の 開 発 に つ い

て 記 述 さ れ て い た 。 第 7 章 で は 、 第 6 章 ま で に 開 発 し た 手 法 を 用 い た 、 ス ピ

ン フ ラ ス ト レ ー シ ョ ン 系 に 対 す る 応 用 計 算 に つ い て 記 述 さ れ て い た 。 第 8 章

で は 、 総 括 が 記 述 さ れ て い た 。  

審 査 過 程 で の 指 導 に 対 し て 、 適 切 な 修 正 が な さ れ 、 審 査 員 全 員 の 承 認 を 経
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て 、 博 士 論 文 の 最 終 版 は 、 申 請 者 か ら 2 0 1 7 年 4 月 1 0 日 に 化 学 ・ 生 命 化 学 専

攻 連 絡 事 務 室 に 提 出 さ れ た 。 最 終 版 に お け る 主 要 な 研 究 業 績 は 、 既 報 の 査 読

付 き 学 術 論 文 4 報 と な っ た 。  

本 博 士 論 文 の 学 術 的 な 成 果 を 以 下 に 総 括 す る 。 本 論 文 に お い て 、 ス ピ ン に

依 存 し た 2 成 分 相 対 論 に 基 づ く 、 高 精 度 、 効 率 的 、 か つ 汎 用 的 な 波 動 関 数 法

が 開 発 さ れ た 。 こ れ に よ り 、 実 用 に 耐 え う る 相 対 論 的 量 子 化 学 計 算 手 法 が 実

現 し た 。 本 論 文 に よ っ て 、 周 期 表 中 の あ ら ゆ る 元 素 を 含 む 分 子 系 や 非 共 線 ス

ピ ン 系 に 対 す る 電 子 状 態 を 精 緻 に 評 価・予 測 で き る 理 論 が 完 成 し た と 言 え る 。 

よ っ て 、 本 論 文 は 博 士 （ 理 学 ） の 学 位 論 文 に 値 す る と 認 め ら れ る 。  

 

2 0 1 7 年 4 月  

審 査 員  

主 査   早 稲 田 大 学 教 授   博 士 （ 工 学 ） 京 都 大 学   中 井  浩 巳  

（ 署 名 ）  

                                    

 

    早 稲 田 大 学 教 授   理 学 博 士   東 京 大 学   古 川  行 夫  

（ 署 名 ）  

                                    

 

    早 稲 田 大 学 教 授   博 士 （ 理 学 ） 大 阪 大 学   井 村  考 平  

（ 署 名 ）  

                                    

 


